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町では、千年以上育まれてきた国見の歴史・伝統・文化をこれから百年
後に伝えていくため、これらを生かした「歴史まちづくり」の取り組み
を進めています。町や地域が行うこの取り組みについて、毎月お伝えし
ていきます。

　9 月 16 日に、石工フェス in 石蔵 2018 を開催し、
町内外から約 160 人が来場しました。国登録有形文
化財の旧小坂村産業組合石蔵（JA ふくしま未来小坂
支店）を会場に、今年で 3 回目となる今回も、新た
な企画を取り入れ開催しました。
　一つ目は、石蔵の模型展示。国見町最古の石蔵と
言われている伊藤石材店の穀蔵をモデルに、郡山女
子大学人間生活学科建築デザインコースの学生が制
作しました。模型は現在あつかし歴史館に展示して
います。ぜひ、実物をご覧にお越しください。

　二つ目は、大谷石によるまちづくりの講演会。宇都
宮市の井上俊邦氏より、国見町の “ 石蔵の祖 ” と言わ
れる伊藤柳太郎氏が修
行したことで縁のある
大谷石の特徴や、石蔵
の活用事例などについ
てお話いただきました。
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　9 月 23 日に行われた義経まつりにて、国登録有形
文化財の奥山家住宅の洋館を一般公開しました。
　奥山家住宅洋館は、大正 10 年（1921 年）に建て
られた西洋建築の建物で、通常は内部を公開してい
ないため貴重な機会となり、約 800 人が訪れました。

　館内は迎賓館とし
て利用されていた当
時の雰囲気をそのま
まに、オーダーメイ
ドの家具や美術品な
どが展示され、来場

者は 100 年の歴史を感じていました。
　また、奥州街道旧藤田宿の裏町あるきツアーも同時
開催しました。約 65 人が案内ガイドとともに旧宿場町
を 30 分ほど歩いて巡り、裏道から見える宿場町の痕
跡などについて学びながら、鹿島神社を参拝しました。
　藤田地区を主な会
場として開催された
義経まつり。国見町
の歴史の一部を、町
内外へ伝える機会と
なりました。

　午後からは郡山女子大学短期大学部音楽科のピア
ノ & ソプラノ独唱のミニコンサートや、エイジドスー
パームーンのミニライブが行われ、来場者は石蔵の
音響効果を体感。その他、石蔵タカラバコづくりワー
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阿津賀志山防塁整備計画を策定 下二重堀地区を
歴史公園として整備

下二重堀地区歴史公園のイメージ図（赤枠内が整備予定区域）
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最優秀賞の表彰を受ける佐藤暖仁さん

最優秀賞作品
（国見町長賞）

第 23 回義経まつり 奥山家住宅洋館一般公開 &
旧奥州街道藤田宿ぶらり♪裏町あるきツアー

クショップや「国見石
のかまど de ご飯」、石
工体験など、さまざま
な企画を楽しみました。
　現在は採掘されてい
ない国見石ですが、こ
れほど多くの地元産石
の石蔵が現存する町は
珍しく、もっと活用す
ることができるかもし
れません。みなさんも
国見石や石蔵の活用に
ついて考えてみません
か。

小学校低学年の部     佐藤暖仁さん（小 2）

小学校中学年の部     佐藤孝信さん（小 4）

小学校高学年の部     氏家文寧さん（小 5）

中学生の部    清水万優子さん（中 2） 一般の部     二瓶京子さん
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▲模型は実際の 1/30 の大きさ ▲内部まで精巧に再現
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1 2 台のピアノを 4 人で演
奏　2「国見のベンチャー
ズ」の演奏が石蔵内に響き
ます　3真剣な表情で石蔵
タカラバコづくり　4ご飯
がおいしく炊けてにっこり
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工フェス in 石蔵 2018 を開催しました！
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